
16日（木），やわらかな日差しに包まれながら，例年とは異なる雰囲気の中，短縮した形になってしま
いましたが，第11回卒業式が挙行されました。担任による呼名にさわやかな返事をしながら卒業証書を
受け取る姿に，たくましさと成長を感じました。授業での真剣なまなざし，休み時間のさわやかな笑顔，
部活動でのはつらつとした動き…。どれもが垂水中央中学校第11期生としてのプライドを感じさせてく
れるものでした。特に，「心をひとつに燃え上がった」体育大会，みなさん「一人一人の笑顔」がステー
ジ上で解き放たれた文化祭・合唱コンクールでの頑張りは，感動的でした。信じあえる友と懸命に取り
組んだ数々の瞬間が，みなさんの胸にもきっと刻み込まれていることでしょう。みなさんの次なるステ
ージでの活躍を祈ります。
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第 11 期生 ８３人 卒業おめでとう
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在校生の皆さんへ
今までついてきてくれてありがとう。この垂水

中央中学校で在校生の皆さんともう過ごすこと
ができないと思うととても寂しい気持ちでいっ
ぱいです。また，今日の私たちの姿を見せること
ができず残念です。在校生の皆さんとの行事や部
活動，学校生活は，本当に楽しかったです。特に
全学年が協力して盛り上がった体育大会は最高
の思い出です。これから川上幸之助生徒会長を初
めとする生徒会を中心に学校生活を楽しみ，いろ
いろなことに挑戦していってください。そしてこ
れまでの伝統を引き継ぐとともに，自分たちのカ
ラーを出して，新しい垂水中央中学校を築き上げ
てください。皆さんの活躍を期待しています。

九月に行われた体育大会。夏休みから本番ま
で広い校庭に鳴り響いた三つの団の応援練習は
とても迫力がありました。本番当日，１・２年
生の時の体育大会とは違う緊張がありました。
声が枯れるまで全校生徒の先頭に立って大声を
出して応援する姿や応援団全員が息を合わせて
いた演舞は，とても心強かったです。どの競技
も全員が全力を出し，汗を流して優勝を目指し
て頑張る姿に本当に感動しました。引き継がれ
てきたソーランは，練習の時，きつくて下を向
く時もありました。ですが，本番では全校生徒
で最高のソーランを踊り切ることができまし
た。午前開催だったとは思えない充実感いっぱ
いの体育大会でした。
文化祭・合唱コンクールでは，どのクラスも

グランプリを目指して放課後や休み時間を使っ
て練習を重ねてきました。順調なクラスもクラ
ス内で衝突するクラス，元気いっぱいなクラ
ス，各クラスそれぞれの状況がありました。で
すが，本番が近づくにつれて各クラスの歌の完
成度も高くなりグランプリを取ろうというクラ
ス全員の気持ちも強くなっていきました。本番
当日は，どのクラスも最高の歌を披露して大き
な拍手を受けて，最高の合唱コンクールになり
ました。みんなの気持ちが込もった歌はもちろ
ん，長い時間をかけて完成させた劇や展示も，
会場にいた皆さんの心にしっかりと刻まれたこ
とでしょう。

卒業する仲間たちへ
中学校３年間を振返ると楽しかった思い出が
蘇り行事ごとの様々なドラマが思い出されます。
２年前の４月６日，少し大きめの制服を着て中
学校の正門をくぐりドキドキしながら何組か自
分の名前を探したことを覚えていますか？不安
を抱えて名前順で並び，先輩方の拍手を受けて体
育館を歩いたのは，この前のような気がします。
先輩方や大きな垂水中央中学校はとてもかっこ
よく憧れ私たちも成長しようと心に誓いました。
中学校３年間はあっという間でした。特に３年
生としての最後の年は一番早かったように感じ
ます。新型コロナウィルス感染症の影響により，
多くの制限がかかった学校生活はこれまでの学
校生活とはまったくの別物でした。ですが，多く
の制限がかかったからこそより工夫を凝らし，私
たちは一つにまとまることができたと思います。



☆ 新年度に向けての準備期間を大切に過ごしましょう。

日 曜 行 事

６ 火 新任式，始業式，入学式

７ 水 体格測定，心臓検診，知能検査，避難訓練

８～９ 木・金 標準学力検査

８ 木 学年・学級ＰＴＡ，交通安全教室

９ 金 生徒会入会式，部活動紹介

15・16 木・金 家庭訪問①➁

19～23 月～金 家庭訪問③～⑦

28 水 スケッチ大会

30 金 ＰＴＡ総会 授業参観

《令和３年度 ４月の主な行事予定》

私たちは，これからそれぞれ選んだ道へと進
んでいきます。今までとは違う環境で，これま
でに味わったことのない挫折や落胆を味わうこ
とがあるかもしれません。それでも，私たちが
共にこの垂水中央中学校で過ごし，何度も立ち
上がり成長してきたように、これからも困難を
乗り越え，成長することができるはずです。乗
り越えた先に今まで以上に明るく楽しい未来が
待っているでしょう。自分を信じて一歩一歩確
実にこれからの日々を歩んでいきましょう。
さようなら
どんな時でも寄り添ってくださった先生方
さようなら
三年間，共に過ごし成長してきた最高の仲間
たち
さようなら 垂水中央中学校

卒業生代表 脇 寛斗

大切な仲間と最高の顧問の先生と活動した部
活動は，たくさんの感動がありました。私たち
は，部活動を通して技術だけでなく，人として
も成長できました。中止になった総体は，今で
も心残りです。ですが，仲間たちと笑い合い，
話合い，時に喧嘩もするそんな時間は最高の時
間でした。毎日，当たり前のようにあった部活
動に支えられていたことを身を持って感じてい
ます。
そんな楽しかった学校生活も今日をもって最

後になります。当たり前のように通った通学
路。歌を歌ったりたくさん話したりしました。
毎朝あった朝の会。朝から眠そうな君。休み時
間に何気ない会話で友達と笑いあった時間。時
に睡魔との戦いに苦戦した授業時間。寝ないよ
うに我慢する人もそれを見て笑う人もいまし
た。楽しかった給食時間。おかわりじゃんけん
の声と大盛りの皿には，毎日びっくりしまし
た。汗をかきながら頑張った掃除時間。一日を
締めくくる帰りの会。早く帰りたくて挨拶の前
にカバンを背負う人もいました。最高の思い出
が詰まった垂水中央中学校での時間は，本当に
最高でした。８３人全員がいたからこそこの中
学校生活は，楽しくまた輝いていました。そん
なこの垂水中央中学校で過ごした三年間は最高
の思い出となり，かけがえのない時間になりま
した。


